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研究成果の概要 

本研究では同一素子で複数の異なる情報を計測可能なマルチモーダルセンサースキンの開発を目指

し、多情報の信号分離手法の開発や、センシング可能な範囲・能力を広げるセンシング要素拡張、およ

びマルチモーダル計測応用に取り組む。当該年度における各研究課題の進捗状況は下記の通りである。 

課題１「マルチモーダル計測技術開発」については、カーボンナノチューブ（CNT）膜を材料として、

同一素子で曲げ・温度・光のマルチモーダル計測を実現する信号分離アルゴリズムを考案。構築したア

ルゴリズムを用いて①パッシブ曲げ・温度同時計測、②アクティブ光同時計測、③パッシブ・アクティ

ブ混合計測を達成した。 

課題２「単一計測機能拡張」については、センサーの測定機能拡張としてウイルスセンシングに展開。

CNT に抗体を修飾しウイルス付着時の酸化還元電流の変化を読み出すことで高感度ウイルスセンシン

グを達成。国際会議 PRiME 2024 での発表と原著論文投稿を行った。 

課題３「マルチモーダル計測応用」については、曲げ・温度のデュアルモーダルセンサーを集積化し

たパッシブ型デュアルモーダルインタフェースを開発。2024 年度に特許出願すると共に、原著論文執

筆中である。 
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